
伝票入力にOCR/AI OCR、請求書発行にWeb配信を利用し、
社内業務のデジタル化を進め、ニューノーマルな働き方に対応

入力や請求書発行の手間やコストを削減

株式会社 GSI クレオス

繊維および工業製品の専門商社である株式会社GSIクレオス（以下、GSIクレオス）は、業務におけるIT化を推進する中で、伝票・
帳票関連業務のデジタル化に積極的に取り組んでいる。「SPA Cloud」「invoiceAgent TransPrint」を活用することで、OCR/AI 
OCRで仕入伝票データを自動で基幹システムに取り込む仕組みと、社外向けの請求書をWeb配信できるシステムを構築。伝票入
力の手間の削減、請求書発行にかかわる手間やコストの削減を実現している。

•　社内の働き方改革で業務の電子化対応が
課題となっていた

•　コロナ禍により請求書のWeb配信の仕組
みが社内外で求められていた

•　SPA CloudによるOCR/AI OCRの導入
で仕入伝票の入力作業を省力化

•　invoiceAgent TransPrint 導入による請
求書のWeb配信を実現

•　  OCR/AI OCRの導入による伝票入力の
手間の削減

•　請求書発行にかかわる印刷・封入などの手
間の削減と、郵送料や紙代のコスト抑制
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繊維および工業製品（化学品・機械・機器・ホビー・ライフ・ナノテクノ
ロジー）分野の事業を柱とする専門商社

設立
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株式会社 GSI クレオス

SPAを使い、文書管理のさらなるデジタル化に挑戦

SPA Cloud

invoiceAgent TransPrint

PDF等の電子ファイルや紙をスキャニングして電子化したファイルをシームレ
スに保管し活用できるドキュメント管理ソリューション。

既存システムを変えることなく、請求書・支払通知書・注文書・納品書などのあらゆ
る企業間取引文書の電子化と配信・返信が可能。取引に紐づく文書の一元管
理やインボイス制度･電子帳簿保存法にも対応する電子取引サービス。

：

：

：

GSIクレオスの婦人アパレル子会社であるクレ

オスアパレルでは、約70店舗の直営店を店舗展

開しており、各店舗に商品を配布する際の入荷

伝票が月に1千枚発生する。仕入伝票のデータ

を基幹システムに取り込むために、本部の担当

者がデータを手入力していたが、この入力作業を

省力化するためにOCRの導入を検討。精度とコ

ストのバランスを考えて、OCRと複数のAI OCR

を使い分けることができるSPA Cloudを採用した。

「SPAで利用できるAI OCR自体が安価とい

う印象でしたが、それだけではなく、適材適所で

OCRを利用できるのでトータルコストを抑えられる

部分を評価しました」（井口氏）

その後GSIクレオスでは、さらなる業務効率向

上のため、請求書の電子化にも取り組む。それま

で同社では、基幹システムから月末などの締め日

ごとに請求書を発行しており、紙に印刷された請

は、年間で約10万枚にのぼる納品書など、他の

帳票のWeb配信も前向きに検討している。

「SPAを活用し、他のプロジェクトで進めている

ペーパーレス化や電子帳簿保存法への対応など、

文書管理の仕組みを高度化していきたいと考え

ています。ウイングアークには、今後も幅広く新し

い提案をしてもらいたいですね」（青木氏）

求書を取引先ごとに仕分けして封入し、郵送して

いた。取引先は約1千社あり、作業は管理部門

の13名程度が担当していたという。

システムの選定にあたっては、複数社の中

から2 社 に 絞り、最 終 的 に「invoiceAgent 

TransPrint」（以下、TransPrint）を選択した。理

由は、帳票システム基盤としてSVF、OCR基盤と

してSPA Cloudをすでに導入していたため、既

存の仕組みと連携しやすいということもあったが、

何より運用面での負担の少なさが決め手となった。

他社製品は、基幹システムから出力されたPDF

ファイルを取引先ごとに手作業でフォルダ分けし

なければならない仕様でだったが、TransPrintに

はファイルの自動仕分け機能があり、ひと手間省

くことができる。

こうして2020年11月からTransPrintの利用を

開始。請求書のWeb化の効果を感じた同社で

CSALL036A2106

業務のデジタル化を推進し、仕入伝票の入力作業の省力化と請求書のWeb配信を実現


